
鉄道軌道の弾性
ソリューション



企業の価値と
ビジョン
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ゲッツナー・ヴェルクシュトッフェ社Getzner 
Werkstoffe GmbH）は、防振のスペシャリストで
す。 企業の継続的な成功は、その企業の価値を信
じることと、将来に向けてのビジョンの力によって
なされるものです。

ゲッツナーは、製品の品質、お客様とのパー
トナーシップ、そしてパイオニア精神で企

業価値を高めています。
社内においても、社外に対しても、それは極めて
高いレベルを保っています。 ゲッツナーの技術
者は、常に現状を打ち破るような新技術を開発
し、新しい価値を打ち立てます。ゲッツナーは、鉄
道軌道の安全性、耐用年数、快適性の向上に役
立つ技術革新を行っています。

私たちが“Good Vibrations”を拡げて行くと言う
ことには、2つの意味合いがあります。 ひとつは、
ゲッツナーが防振技術の分野でのリーディング
カンパニーであるという技術的な卓越性を通し
て、もうひとつは、お客様、パートナー企業様、従
業員、そして社会との関係性の中に “Good Vib-
rations” を拡げて行くと言う意味です。鉄道にお
ける防振技術は、環境に対して大きく貢献しま
す。 ゲッツナーは、成熟したソリューションを提
供して、それによってすべての人の生活の質、す
なわちQOLを向上させることに貢献できるよう
に日々取り組んでいます。 この当社の経営哲学
は、資源を大切に取り扱うことや、持続性のある
経営管理、そして認証を受けた環境マネジメン
トシステムを導入していることなどにもしっかり
と反映されています。世界中至る所に蓄積され
た実績が、ゲッツナーの製品とサービスの優秀
さを証明しています。
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   “Good Vibrations“               
         をお届けします.
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高い要求に
応える製品

2

鉄道は世界中で、人と人とのアクセスを良
好にし、貨物の輸送を容易にすることに貢
献しています。 鉄道がその多様性を深め密
度を高めるにつれて、鉄道には、快適さの
向上と、より詳細な周辺環境への配慮が求
められることになります。

効果的な防振
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登登録商標製品であるSylomer®（シ
ロマー）および Sylodyn®（シロディ

ン）は、鉄道軌道上部構造の弾性ソリュー
ションのスタンダードとなっています。
ゲッツナーが開発したポリウレタン素材
が、鉄道分野では上部構造の弾性ソリュ
ーションとしての標準となっているので
す。
これらの素材は、近距離交通から重量貨
物に至るまで、鉄道分野の求めるものす
べてに対して最適なソリューションを提供
します。
ゲッツナーの専門スタッフは、お客様と協
力して、現在使用できる最高の技術水準
を保ちながら、お客様固有の事情に特化
した、経済性にも優れたソリューションを
開発します。 パートナー企業とともに開発
した防振マクラギケース、レール締結装置
または既存区間の改修技術提案などは、
鉄道上部構造のための先進的開発製品
のほんの一部に過ぎません。

鉄鉄道の環境に関する主要な課題と
して、ひとつには道床上部構造から

周辺に振動が伝わってしまうということが
あります。 人はそれを振動、または固体伝
播音として感知します。 もうひとつには、
軌道に弾性が乏しいために生じる衝撃、
磨耗によって、保守管理の手間やコストが
かかるということがあります。 防振のため

の弾性に富んだ製品およびそれを使用し
たシステムが、上部構構造の構成部品お
よび車両部品の磨耗を大幅に削減しま
す。

ゲッツナーは、この40年間防振のための
成熟した技術によるソリューションを開発
してきています。



サービス3

プロジェクトの開始当初から、ゲッツ
ナーの専門スタッフはシステム開発

および建築技術的な周辺条件の調査に投
入されます。
この高度なノウハウを有している専門ス
タッフは、あらゆるプロジェクトにおいて、
お客様の重要な開発パートナーです。 計
算シミュレーション、材料試験、効果の測
定、ソリューション立案時におけるコンサ
ルタント業務などのサービスを通じて、ゲ
ッツナーは世界的に先端を行くスペシャ
リストおよびソリューション開発者として
認められるようになりました。
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ゲッツナーは、単なる最高級の防振製品の
メーカーという立場を大きく超える存在と
なっています。
当社が40年間の開発およびプロジェクト
経験から獲得した技術的な知見は、専門
性の高いサービスという形になって現れま
す。 これらのもたらす果実が弾性素材を用
いた経済性に富んだシステムソリューショ
ンであり、これによって騒音も防止され、快
適性が向上します。

当社が提供する主なサービス：

— ソリューションの開発

—  細部にまで至るソリューション

— 計算およびシミュレーション

— 効果の予測

— 振動工学的測定、機械的測定、
 音響学的測定

— 自社保有の大型テスト機器
 での材料試験および測定

— プロジェクトのアシスト業務

— 敷設作業

— 取り付け相談および検査
 効果の実証



当社は、あらゆるプロジェクトで広範
なエンジニアリングサービスを提供

しています。 40年におよぶ防振技術に関
する経験によって、ゲッツナーは専門技能
に長けたパートナーとして、お客様から高
い評価を頂いております。 技術者、経験豊
かなプロジェクトマネージャー、最新技術
を装備した高性能な試験設備などで構成
される大規模なチームによって、当社のコ
ンサルティングパッケージをお届けしま
す。
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ゲッツナーの
エンジニアリング



コンポーネントおよび
ソリューション
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ゲッツナーは以下の用途のコンポー
ネントおよびソリューションを提供し
ます：

— マス・スプリング・システム用マウント

— 防振バラストマット

— マクラギケース底部敷弾性パッド

— マクラギパッド (USP)

— タイプレートパッド （ベースプレートパッド）

— レールパッド（軌道パッド）

— 連続レールマウント

— 埋め込みレール

— レールグルーブフィラー
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専門性と多様性

付加価値の大きな
ソリューション

ゲッツナーの世界の市場における鉄
道分野の防振技術での成功には、

以下の3本の柱があります：
 
— 最高級の素材
— 広範なノウハウ
— 専門性の高いサービス
 
こうしたサービスを通じて、提供した個々
の部分を足したものを上回る、すなわち
付加価値の大きなソリューションが生ま
れます。



ゲッツナーのマス・スプリング・システ
ム用マウントは、鉄道路線近辺の居

住者の皆様を、騒音と振動から効果的に
護ります。
効果的な防振対策を施すことで、振動の
問題にさらされている不動産物件の価格
にも良い影響が現れます。

ゲッツナーは、マス・スプリング・システム
用マウントを、3種類提供しています。 すな
わち、点支持、帯状支持、全面支持の3種
類です。 3つのマウントのどれを採用する
かは、経済的、技術的な条件を熟考して決
定されます。 すでにマス・スプリング・シス
テムが敷設されている近距離/長距離区
間で測定した固有振動数の最小値は5 Hz
です。

世界の40以上の都市の高速鉄道（ケル
ン/フランクフルト間など）やさまざまな本
線で、ゲッツナーのマス・スプリング・シス
テム（マウント付き）が採用されています。

軽量マス・スプリング・システム
（路面電車用）

全面支持システムのバリエーションとし
て、いわゆる軽量マス・スプリング・システ
ムは、主に都市部の鉄道路線に採用され
ています。 このシステムの場合、軌道構造
全体が基礎部用マットと側面用マットによ
って、振動技術上周囲から遮断されます。
このゲッツナーのマットを使用した、簡単
で効果的、かつ経済的な方法は、世界中
で認められすでに多くの都市で採用され
ました。

点支持

帯状支持

全面支持

マス・スプリング・システ
ム用マウント

コンポーネントおよび
ソリューション
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Unsere Komponenten 
im Überblick
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防振バラストマット

ゲッツナーの防振バラストマットを敷
設すると、鉄道軌道に高い弾性を持

たせることができます。 二次空気伝播音
や振動が減少し、バラストの割れや磨耗
が少なくなることが、防振バラストマット
を敷設するメリットです。

それぞれの案件に要求される防振技術上
の条件を考慮して、適切な防振マットを選
定します。
防振マットの動的剛性を各プロジェクトの
条件に適合させているため、ゲッツナー
の防振マットは大変高い防振効果を提供
します。 特に、その品質の高さと経済性は
傑出しています。ゲッツナーの防振マット
は取り扱いが簡単で、敷設も迅速に行わ
れます。工事用の重機が走行しても損傷す
ることはありません。防振マットを追加す
る場合も、ゲッツナーの防振マットは、特
別な手順で敷設することができ、好評を博
しています。

ゲッツナーの防振バラストマットの経済性
と技術的な優越性は、今まですでに500
万平米を超える、
 
— 高速鉄道区間
— 本線
— 近距離区間
 
などで敷設されてきた実績からもはっきり
と示されています。

マス・スプリング・システム用マウント

点支持

帯状支持

全面支持

マクラギパッド (USP)

マクラギパッドは緩衝材として使わ
れ、レール下のバラストの保護、レ

ールの耐用年数の延長に役立ちます。 マ
クラギパッドは、高速路線や重い荷重の
かかる路線に、そして既存の路線の補修
などに使われます。

マクラギパッドは、最適化された接合シス
テムによって、すでにマクラギ製品に取り
付けられています。
そのため、作業現場では一切の追加作業
を行う必要がありません。
USPマクラギの取りつけは迅速に、天候の
影響を受けずに行うことができるため、路
線の遮断も短時間で済みます。

特に、分岐、交差、踏切、延長補正などの特
殊な敷設方式では、マクラギパッド付きの
マクラギが大変適しており、これが技術的
なスタンダードになっている国もありま
す。

マクラギケース
底部敷弾性パッド

スラブ軌道システムの場合、軌道の負
荷分散効果を発揮させるには、軌道

構造に十分な弾性を持たせることが必要
です。 弾性コンポーネントの配置には、数
多くの方法があります。

弾性を持たせたマクラギブロックのメリッ
トは、何よりも、追加された質量が振動を
逃がすので空気伝播音が減少するという
ことです。 弾性を持たせた表面全体で荷
重を支えるので、エッジ部分にかかる負荷
が小さくなります。

弾性を２層にすると、弾性パッドにかかる
負荷がさらに低減し、レール締結装置の
摩耗が少なくなります。
ゲッツナーでは、お客様のご希望に合わ
せた剛性で弾性パッドを製造できますの
で、幅広いご要望にお応えできます。
このシステムは、特に各種カテゴリーのト
ンネル区間に好んで採用されています。
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レールパッド（軌道パッド）

弾性レールパッド（軌道パッド）はレー
ル底部に直接取り付けます。 剛性（

軟らかさ）が定められており、バラスト上
部構造の弾性を高めます。

荷重分散が改善されるので、電車等の乗
り心地が良くなり、上部構造を保護するこ
とができます。 弾性が増すので、上部構造
のコンポーネントおよび車両の摩耗が軽
減されます。 ゲッツナーでは、本線から路
面電車に到るまで、求められるあらゆる剛
性（軟らかさ）と各種仕様に対応したレー
ルパッドを提供しています。

タイプレートパッド

現代の鉄道軌道では、スラブ軌道シス
テム（バラストを使用しない軌道）

が採用されるケースが増えています。 ゲッ
ツナーの高弾性タイプレートパッドは、そ
のような軌道に弾性を持たせるのに最適
です。 タイプレートパッドは、タイプレート
とスラブの間に敷設します。

この弾性タイプレートパッドはレールから
かかってくる負荷を分散し、車輪およびレ
ール表面の形状の不規則性に由来する振
動を軽減します。
タイプレートパッドの剛性分布を適切に
設計すると、車両が走行する際に起こるレ
ール頭部水平変位（軸間拡大）のレベルを
低減させることができます。

お客様固有の特別な事情に対応しなが
ら、ゲッツナーは世界の50以上の都市お
よび高速鉄道区間でのプロジェクトに製
品を提供しました。

マス・スプリング・システム用マウント 防振バラストマット タイプレートパッドレールパッド（軌道パッド）

ゲッツナーが開発したソリューション
である「連続レールマウント」は、取

り付けの際に生じた高さの違いを吸収す
る、経済性にも優れた、弾性のある連続し
たレールマウントです。

レールの剛性と沈み込み量は事前に厳格
に規定されており、適切な材料を選定する
ことで実現されます。

連続レールマウント



埋め込みレール

近距離区間（路面電車）で、レールを
その下部構造および周辺から、音響

的に遮断することが、ゲッツナーが埋め込
みレールシステムを開発する際の目的で
した。

開発されたシステムは、レールの両脇を
埋める充填材と規定の弾性を均質に備え
たレール脚部用マウントで構成されてい
ます。 充填材は特殊な構造を有しており、
その周囲のコンクリートとは、隙間なく接
合します。

この取り扱いやすい3つのパーツは、レー
ルの形状も正しく隙間なく固定されます。 
パーツの剛性は、発注者様の必要に応じ
てその都度適合されます。

レールグルーブフィラー

都市部に敷設された鉄道軌道は、多く
の自動車や人などが横断します。こ

れは、レール・グルーブ・フィラーを設置す
る典型的なロケーションであるといえま
す。
レール・グルーブ・フィラーは、軌道の溝を
塞ぎ一般の通行に危険がおよばないよう
にしますが、鉄道車両の車輪が通過する
際にはその荷重で沈み込みます。 
それ以外の適用ロケーションとしては、踏
切や工場敷地内への引き込み線などで
す。 
ゲッツナーは最も頻繁に使用されている
レールに適合するレール・グルーブ・フィ
ラーをお届けします。

埋め込みレール マクラギケース底部敷弾性パッド マクラギパッド
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国際的な実績5
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ゲッツナーの提供するソリューション
は、ゲッツナーの専門スタッフ同様、

世界中から迎えられています。 7つの支社
は世界の主要地域をカバーできる位置に
あります。 当社の数多くのパートナー企業
を介して、世界中の主要な市場に進出し
ています。

オーレスン橋
（デンマーク・コペンハーゲンとスウエーデン・マルメを結ぶ）

JOHLFKHV�%LOG�ZLH�LQ�860�%URVFK�UH�

ゲッツナーの支社

各地の支社

ソリューション導入実績国   

各地の支社： 

− ビュルス（Bürs）（オーストリア）
− ベルリン（ドイツ）
− グリュンヴァルト（ドイツ）
− アンマン（ヨルダン）
− 東京（日本）
− プネー（インド）
− 北京（中国）



15

ゲッツナーが手がけてきたプ
ロジェクトをご覧になれば

すべてがわかります。 鉄道分野で
の当社のプロジェクト実績の一部
をご覧ください。

お客様（一部）：

プロジェクト（一部）： 
— ブレゲンツ/ウィーン間、西側部分（
 オーストリア）
— ハノーファー/ヴュルツブルク
 間、高速区間（ドイツ）
— ケルン - フランクフルト間、高速鉄道
 （ドイツ）
— マドリッド/バルセロナ間（スペイン）
— オランダ南部高速線
— 台北/高雄（台湾）
— ソウル/釜山間（韓国）
— アルプス縦断鉄道： レッチュベルクトン 
 ネル、ツィンマーベルクトンネル（スイス）
— ローマ - ナポリ間高速鉄道（イタリア）
— オーレスン・リンク（デンマー
 ク/スウェーデン）
— クロヌラ線（豪州）
— 武漢/広州間（中国）
— 英仏海峡トンネル（英国/フランス）
— ヘルシンボリトンネル（スウェーデン）
— ファルケンベリトンネル（スウェーデン）
— ベルリン南北連絡ティーアガルテントン 
 ネル（ドイツ）
— ハウトレイン（南アフリカ）

ロンドンの地下鉄 バルセロナの路面電車 ベルリン、ポツダム広場

本線（標準ゲージ） 路面電車
— アリカンテ
— アウグスブルク
— バルセロナ
— ベルリン
— ベルン
— ボルドー
— ドレスデン
— エッセン
— フローレンス
— ジュネーブ
— グラーツ
— グルノーブル
— イエテボリ
— エスファハーン
— ル・マン 
— リンツ
— リヨン
— マドリッド 

— ミラノ
— マルセイユ
— ミュンヘン
— ナント
— ニース
— ノッティンガム
— ニュルンベルク
— パリ - サンドニ地区
— ローマ
— ルーアン
— セビリア
— シーラーズ
— ストラスブール
— シュトゥットガルト
— テネリフェ
— バレンシア
— ウィーン
— チューリヒ

— アムステルダム 
— アテネ 
— バンコク
— ベルリン
— ボッフム
— ブダペスト
— ブエノスアイレス
— ドルトムント 
— ハンブルク
— 香港
— クラーカウ
— ロンドン
— ロサンジェルス

— ミラノ
— ミュンヘン
— ニューデリー
— ニューヨーク
— ニュルンベルク
— 大阪
— プラハ
— サンパウロ
— ソウル
— シンガポール
— 東京
— ウィーン

地下鉄 

— オーストリア国有  
 鉄道
— ドイッチェ・バー  
 ン株式会社（ドイ  
 ツ）
— スイス国有鉄道
— フランス国有鉄道
— スペイン国有鉄道
— イタリア国有鉄道
— スウェーデン産業 
 省線路管理局
— ノルウェー鉄道庁
— デンマーク鉄道  

 

— ベルギー国有鉄道
— プロレール
 （オランダ）
— ポルトガル国有鉄 
 道
— チェコ国有鉄道
— ネットワークレー
 ル（英国）
— 中国国有鉄道
— 台湾高速鉄道
— 大韓民国国有鉄道 
— ユニオン・パシフィ 
 ック鉄道（米国）
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Getzner Werkstoffe GmbH
Herrenau 5
6706 Bürs 
Austria
T  +43-5552-201-0
F +43-5552-201-1899
info.buers@getzner.com

Getzner Werkstoffe GmbH
Am Borsigturm 11 
13507 Berlin 
Germany
T +49-30-405034-00
F +49-30-405034-35
info.berlin@getzner.com

Getzner Werkstoffe GmbH
Nördliche Münchner Str. 27a 
82031 Grünwald 
Germany
T +49-89-693500-0 
F +49-89-693500-11
info.munich@getzner.com

Getzner Werkstoffe GmbH
Middle East Regional Office 
Abdul - Hameed Sharaf Str. 114
Rimawi Center - Shmeisani
P. O. Box 961 303 
Amman 11196, Jordan
T +9626-560-7341 
F +9626-569-7352
info@geme.jo

Nihon Getzner K.K.
6-8 Nihonbashi Odenma-cho
Chuo-ku, Tokyo
103-0011, Japan
T +81-3-6842-7072 
F +81-3-6842-7062
info.tokyo@getzner.com

Getzner India Pvt. Ltd.
1st Floor, Shri Swami Krupa
Neelkamal Co-op. HSg. Soc.
Karvenagar, Pune – 411 052, India
T +91-20-2541-0224 
F +91-20-2546-2686

Beijing Getzner Trading Co.; Ltd.
Zhongyu Plaza, Office 1806
Gongti Beilu Jia No. 6
100027 Beijing, PR China
T +86-10-8523-6518
F +86-10-8523-6578
info.beijing@getzner.com

www.getzner.com



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マママススス・・・スススプププリリリンンングググ・・・シシシススステテテムムム    

伊岳商事株式会社 

〒105-0023 東京都港区芝浦 1 – 10 – 11 
TEL: 03 (3451) 9351  FAX: 03 (3451) 6060 
JR: (057) 7629  E-mail: tetsudou@itake.co.jp 
URL: http://www.itake.co.jp/ 

構造物音・振動を発生点で遮断する 
弾性支承 と 

軌道を安定化させ、メンテナンス・ミニマムを実現する 

ラダーマクラギ を組合せた 

究極の軌道 です 



 

構造物音を遮断するシステム  
都市部では、走行列車の速度と重量に起因する構

造物音が軌道から地表を通して、近隣の建造物、

機械装置に伝播します。伝わった励振は増幅し、

人体や精密機械装置、建造物に様々な悪影響を及

ぼすため、費用対効果の高い対策が求められます。 

特に、都市部や住宅街を通る鉄道では、大量輸送、

高速鉄道の発達と共に振動や騒音が深刻な問題

となり、また一方では交通渋滞や事故の主な原因の一つである踏切を撤廃し、高架或いは地下を通

すプロジェクトが進められています。そこで求められるのが、構造物音を発生源で周囲から遮断し、

拡散を防ぐテクノロジーです。 

 

数十年を経ても効果は変わらない  
マス・スプリング・システムには、構造物音からの保護が最優先で求められる箇所に敷設された後、

数十年を経ても効果が変わらないシステム、理想を現実化できるテクノロジーとして信頼を得てき

た実績があります。マス・スプリング・システムは個々設置箇所の条件に合わせて、様々な構造に

発展してきました。お客様のご要望に耳を傾け、設置箇所に最適な設計を提案する専門的知識と敷

設工事のノウハウ、期待通りの効果を出すテクノロジーがあります。 

 

 

 

 

 

 全面支承 帯状支承 点支承 
 

高度な安全性、優れた環境性能、メンテナンス・ミニマムが実現する省力化  
環境へ配慮した保線作業車の開発のみならず、軌道を安定化させ、良い状態が長期に亘って維持できれ

ば、メンテナンス・サイクルが延長され、結果、環境性能は向上します。軌道の安全性・環境性能・省

力化を実現する、ラダー軌道システムと、騒音（振動）を遮断する弾性支承システムを組み合わせるこ

とにより、理想的な軌道が誕生しました。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

      

レレレーーールルル塗塗塗液液液器器器    

伊岳商事株式会社 

〒105-0023 東京都港区芝浦 1 !  10 !  11 
TEL: 03 (3451) 9351  FAX: 03 (3451) 6060 
JR: (057) 7629  E-mail: tetsudou@itake.co.jp 
URL: http://www.itake.co.jp/ 

電源工事不要で軋り音・レール摩耗防止 



ソソソーーーラララーーー式式式   レレレーーールルル塗塗塗液液液装装装置置置ののの特特特徴徴徴   
ソーラーシステム 
・電源はソーラーシステムにより供給される為、電源工事を必要としません。 
・日照条件の悪い場所ではソーラーパネルを日照条件の良い場所に別置きも可能です。 
・既設電源の有る場所では、その電源を利用することも可能です。 
 
レール塗液 
・使用する液は軋り音及びレール摩耗防止の為開発した水溶性の液体で、土壌で分解され

やすく環境にも配慮した製品です。 
 
塗液ノズル 
・約車輪１回転分の長さのノズルを使用するため、車輪に満遍なく塗布できます。 
 
塗布システム 
・2 つのタイマーを設定するだけで様々な列車状況に対応し無駄なく塗布できます。 
 
【装置の流れ】 

 
① 車両検知センサーが列車を感知。信号を制御盤に送りポンプを回します。 
② ポンプはタンクから塗液を吸い上げレールに設置してあるノズルまで絶縁油圧

ホースを通して送ります。 
③ 塗液はノズル踏面に開いているφ1mm の穴より一様に塗出されます。 
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SHIN NIHON ESLITE KOGYO INC.

一 歩 前 へ



　エスライトの経営理念は優れた鉄道用製品の創出により
先進の鉄道技術を世界に拡げることです。

　長年にわたる鉄道製品事業の取り組みを通して研究、
開発、製造において世界に通用する強みを培ってきました。

　昭和23年、日本で唯一の軌道パッド専門メーカーとして
創業以来、幾多の試練と研究を重ね軌道パッド製造方法
「特許第226634号」「特許第258032号」「特許第260073号」等
を取得しました。JR様をはじめ各都市交通、私鉄各社、関連
各社様の絶大なるご指導とご支援をいただき、また我が国が
世界に誇る東海道、山陽、東北、上越、長野、山形、秋田、北陸、
九州新幹線等にエスライト製品を大量にご使用いただき
現在に至っております。

　エスライトは得意とする鉄道用防振ゴム分野でのリー
ディングカンパニーとして、その地位をより確固たるもの
とし、また新規性の高い製品開発を目指していきます。

　弛まぬ研究開発による優れた製品やサービスを提供する
基盤整備の強化を図り、鉄道技術の進歩と事業活動を通じた
社会貢献をリードする会社であることを目指します。

　鉄道の発達は社会の進歩を促すものです。それは多くの人々
に楽しみをもたらし新しい文化を生み出す源になります。

A STEP AHEAD ＝ 一歩前へ

　最大限の努力を重ね、国際的な高度で信頼性の高いエス
ライトを実現させてまいります。

代表取締役社長　　高橋　浩一



軌道パッドには、主にパッキン材としてマクラギへのレール食込み防止を目的とした軌道パッド第1種と、主に緩衝の目的で

使用される軌道パッド第2種とがあります。また、その寸法や溝の形状は使用されるレールや締結装置または、要求される圧縮

変形（ばね定数）により設計されています。そのため、その種類は膨大な数にのぼります。

当社は、軌道パッド専門メーカーとして発足以来、軌道パッドの生命ともいえる金型の製造、整備に努力し、現在約2000

種に及ぶ金型を保有しております。

お客様のニーズに即お応えできるよう全品形の軌道パッド１枚１枚に万全の態勢でのぞんでおります。

ここでは主な品形のご紹介にとどめますが、その他の品形や新規作成の品形についても十分な対応と研究を重ねております。

毎日、厳重な品質管理を行っており、各ロット毎に抜き取った製品による外観寸法検査、絶縁抵抗試験、圧縮変形試験、

また、製品から作成したテストピースによる抗張力、伸張率、弾性係数試験等を行っております。

交通社会のニーズにお応えするエスラ

2 ESLITE MANUAL



スライトの製品群

エスライト製低ばね定数軌道パッド
軌道パッド 木マクラギタイプレート用
軌道パッド コンクリートマクラギ用
軌道パッド直結軌道用
EB材（超硬質ゴム）調整パッキン
パンドロール形軌道パッド
U型ステンレス鋼板付軌道パッド
H型（耳付）ステンレス鋼板付軌道パッド
剥離防止鋼板付軌道パッド
ズレ防止パッド

新開発 EB材（超硬質ゴム）付軌道パッド

新開発 EST-1（発泡合成ゴムタイプ）軌道パッド

新開発 EST-2（発泡合成ゴムタイプ）マクラギ下パッドとゴムケース

踏切用レール間隙パッキン
防振マクラギ用弾性材（マクラギ下用パッド）
バラストスクリーン
新型バラストスクリーン
分岐器内軌道短絡防止板
ばね受台
レール絶縁パッド
板ばね用絶縁パッキン
インサート止めネジ
特殊形継目用ゴム栓（埋込カバー）

カラーパッド

タイプレート下敷きパッド

シリコーンパッド

マクラギ下弾性材

リベット部穴加工パッド

軌道パッド

新素材

軌道関連製品

リクエスト開発

軌
道
パ
ッ
ド
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■■ 新開発 EB材（超硬質ゴム）付軌道パッド
鋼板付軌道パッドに代わるEB材（超硬質ゴム）付軌道パッドを開発
開発経緯
ステンレス鋼板付軌道パッドの弱点であるステンレス剥離の問題と、

より絶縁性の高い軌道パッドの製作というテーマにより、「EB材付軌道
パッド」を開発致しました。JR東日本殿、JR東日本テクニカルセンター
殿、鉄道総合技術研究所殿の御協力により、ふく進疲労試験、ふく進抵
抗力試験及び、2005年4月より山手線、埼京線、東北線に試験敷設を
行い良好な結果を得ました。また、JR北海道殿の石北線第3牛朱別川
橋りょう、鋼直改良形レール締結装置にも、2006年11月より敷設され
ています。（詳しくは、新線路2007年5月号「鋼橋直結レール締結装置
の対策」にて紹介されています。） 2008年東北・九州新幹線にも直結
8形改（28MN/ｍ）タイプと、直結8形（60MN/ｍ）タイプが採用され
ました。2011年東北・上越・長野新幹線で本格採用されました。

EB材付軌道パッドとは
鋼板の代わりに超硬質ゴムを加硫成型した一体型の軌道パッドで、
絶縁性に優れ、剥離の無い軌道パッドです。
・・鋼板部の代わりとなる材質は、第1種軌道パッド（旧JIS E 1112）
の規格をベースにし、さらに硬度と強度を高めたEB材を開発しま
した。
・・EB材と軌道パッド部を一体加硫成型してあるので、剥離の心配は
全くありません。

・・島津疲労試験機サーボパルサーにて1000万回にも及ぶ繰返し
荷重試験をクリアしました。

・・ステンレス鋼板を使用せず絶縁抵抗に優れたゴムを採用している
為、優れた絶縁性があります。

・・鋼板部が超硬質ゴムなので錆びません。
・・軽量で作業性が向上します。（ステンレスよりも40％も軽量）

パンドロールタイプ
直結60Ｋ 2種急曲線用 EB材付
10×189×220mm

H型EB材付軌道パッド
13.5×170×243mm

U型EB材付軌道パッド
12×140×257mmステンレス同等と評価されました

EB材（超硬質ゴム）

合成ゴム

鋼直II形50Ｎ 2種 EB材付
10.5×125×270mm

直結8形 2種 EB材付
11.5×140×180mm

軌道パッド

EB材付

ステンレス
鋼板付

4.7

4.6
1
2
3
1
2
3

4.7
4.4
4.7
4.6
4.6
4.8

回　数 ふく進抵抗力
（kN/締結）

平均値
（kN/締結）

ふく進抵抗試験結果
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■ 新開発 EST-1（発泡合成ゴムタイプ）軌道パッド
更なる低ばね定数化が期待され、従来の溝の大きさでバネ定数
を下げるには限界があります。
そこで開発された発泡タイプの合成ゴム軌道パッドは、溝が無く、
発泡の度合いでばね定数をコントロールします。

これにより、通常の低ばね定数軌道パッドより、さらにばね定数の低い軌道パッドの製造が可能になりました。
当社では2006年に鉄道総合技術研究所殿による試験で、発泡ウレタン製軌道パッドを完成させました。今回のEST-1
は発泡ウレタンより安価で吸水率が低く、低温時の硬化変化によるばね定数の変化が少ない特徴を持っています。
2011年鉄道建設運輸施設整備支援機構殿で認可されました。

EST-2発泡ゴム弾性材PCマクラギ用ゴムケース EST-2発泡ゴム弾性材

合成マクラギ用ゴムケース

泡が小さい　→→　ばね定数が高い 泡が大きい　→→　ばね定数が低い

■ 新開発 EST-2（発泡合成ゴムタイプ）マクラギ下用パッドとゴムケース
EST-1のノウハウを利用し、マクラギ下用パッドも開発しました。

EST-1
12×140×180mm
（15MN/m）

新
素
材
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■ 第2種軌道パッド（JIS E 1117）の品質
測　定　項　目
圧　縮　変　形 注文者の指定による（品形ごとに規定）

12MPa以上
老化前の70％以上、最低は10MPa
250％以上
老化前の60％以上、最低は180％
3～5MPa
老化前の60％～140％
表面に粘着現象または、き裂を生じないこと
30％以下
質量変化率25％以下、また、外観に甚だしい
異常を生じないこと。ただしパッドが特に薄い場
合は、注文者の指定によることができる。
3.0×103MΩ以上 

3.0×103MΩ以上

規　格　値 測　定　値
例：50Ｃ形（下図）
17.0MPa
17.1MPa
410％
370％
3.9MPa
110％
異常なし
11％

22％

3.0×106MΩ
1.0×106MΩ

屈曲疲労性
圧縮永久ひずみ

耐油性

老化前
老化後
老化前
老化後
老化前
老化後

常　態
浸水後

引張強さ

伸　　び

弾性係数

電気抵抗

荷 

重
（KN）

300

250

200

150

100

50

10
0

偏 位（mm）
0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0

0.850.85

0.800.80

0.740.74

0.670.67

0.90

0.570.57

0.530.53

0.480.48

0.410.41

0.61

0.70750.7075

0.66250.6625

0.610.61

0.55250.5525

0.3950.395

0.7575

0.85

0.80

0.74

0.67

0.490.49

0.57

0.53

0.48

0.41

0.250.25

0.7075

0.6625

0.61

0.5525

0.395
行きの150KN時と戻りの
150KN時の変位の差
規格値：0.12mm以下
実測値：0.045mm

圧縮変形限界曲線 実測値

0.6550.6550.655

● 50C形6×125×180mmの圧縮変形限界曲線と測定値

軌道パッドの材質の規格は、主に次の2つがあげられ
ます。1つは、タイプレートやレールの下敷きとして木
マクラギの食込み防止や、レベル調整用パッキンとし
て使用されるもので、昭和30年にJRS（昭和36年に
JIS-E1112）として規格化された第1種軌道パッド（硬
質ゴム）であり、2つ目は、レールとコンクリートマク
ラギ等の間で衝撃緩和を図る目的のもので、昭和33年
にJRS（昭和42年にJIS E 1117）として規格化された
第2種道パッド（軟質ゴム）です。   

軌道パッドの性能は、材料と製造方法によって決ま
ります。エスライトの軌道パッドは全ロットJISに定め
てある全ての試験項目に基づき品質管理を行っており
ます。その試験項目の中に、ばね定数というものがあり
ます。
ばね定数とは、荷重と圧縮歪量との関係を表す数値
でMN/m（tf/cm）をもって示されます。

通常の第2種軌道パッドには、上下面に交互の溝が付
いています。この溝は、各々の軌道パッドに定められて
いるばね定数を調整するためのものです。軌道パッド
に一定の荷重をかけた場合、圧縮歪量が大きい程ばね
定数は低くなり、圧縮歪量が小さい程ばね定数は高く
なります。硬度、厚さ、寸法の同じ軌道パッドの場合、
溝が大きければ大きいほど、ばね定数は低くなります。

仮に、軌道パッドを1cm圧縮するのに要した荷重が
100トンとすれば、その軌道パッドのばね定数は
100tf/cmとなります。

右図50C形軌道パッドの場合、軌道パッドに5トン
の荷重をかけたときの圧縮歪量が0.25～0.49mmの間
でなければならないということです。それを調整する
のが軌道パッドの溝の形状寸法であります。溝の本数、
形状寸法は、このような条件の基に計算、設計されてお
り、重要な要素となっています。

品質保証のエスライト製軌道パッド

ばね定数（tf/cm）＝  
荷重（tf）

圧縮歪量（cm）

軌道パッド

50N

軌道パッド
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● 圧縮変形曲線比較表

荷 

重
（KN）

300

250

200

150

100

50

75

10
0

偏 位（mm）
0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

2.34

バネ定数60.6MN/m バネ定数27.8MN/m

バネ定数30.7MN/m

差0.05mm

第2種パッド（60MN/m）
10×140×180

低バネ用パッド（30MN/m）
10×140×180

低バネ用パッド（28MN/m）
12×140×180

2.482.48

2.392.39

2.172.17

1.441.44
0.660.66

2.2422.242

2.142.14

2.022.02

1.821.82

1.31.3

2.48

2.39

2.17

1.44
0.66

2.242

2.14

2.02

1.82

1.3
差0.28mm差0.28mm差0.25mm差0.25mm 差0.27mm差0.25mm

0.91

1.03

1.13

1.22

1.29

鉄道総合技術研究所殿における2軸疲労試験合格品です。

鉄道建設・運輸施設整備支援機構殿
新幹線用低ばね軌道パッド規格合格品

直結8形改（低）用 12×140×180mm（28MN/m）

■ エスライト製低ばね定数軌道パッド
今までの第2種材よりも軟らかく、更に耐久性がある
材質でなければ、規格を満足させることはできません。
当社では、実積のあるSBR（合成ゴム）に耐久性の良い
天然ゴムをブレンドし、30種類にも及ぶ配合を検討し
た結果、低ばね用としての材質を確定いたしました。平
成6年6月には、鉄道総合技術研究所殿にて100万回
に及ぶ2軸疲労試験に合格し、実用性があることが認め
られました。
低ばね定数軌道パッドに採用している特殊な丸溝は、
重荷重に対するへたりを防ぐために当社が開発したも
のです。

新幹線用10×140×180mm（30MN/m）

在来線用7×125×180mm（30MN/m）

マクラギ下用各種パッド（5～30MN/m）

軌
道
パ
ッ
ド
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■ 軌道パッド 木マクラギタイプレート用
品　　　形 材　質

50形
50継目形
37形
50継目形（H）
関門形及G形
60G形継目用
橋上長大レール用Ⅲ、Ⅳ形
60、2形
60、3a、3b形
橋上3a、3b形
F50T形
H50T継目形
60G形1種かけ継用
B50形
B37形
F50形
タイプレート用205形用
タイプレート用　204、205、301、302、304形用
タイプレート用　402a、b、403a、b、404a、b形用
60Gささえ継用
橋上ⅢaⅢb 改良形

2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
1種
2種
2種
2種
2種
1種
1種
1種
1種
1種
2種
2種
1種
2種

6×125×160
6×125×180
6×120×160
6×125×240
6×140×160
7×140×180
5×300×160
3×180×360
5×180×360
5×180×360
6×134×160
6×134×240
3×180×320
6×160×300
6×160×260
6×160×300
3×220×300
7×134×180
5×180×300
3×220×320
5×180×400

サイズ（mm）

■ 軌道パッド コンクリートマクラギ用
品　　　形 材　質

50C
6形用横圧パッド
F1形（60kg用）
5S形用
37C
9改形用
舗装用50N
舗装用60
舗装用50N（鋼板付）
舗装用60（鋼板付）
特殊形特殊区間用50N
特殊形継目用60
特殊形継目用50N
102形用
103形用
104形用
105形用
新幹線特殊形用60
新幹線60レール
RC50レール
101、102形用2重ばね用60
101、102形用2重ばね用60
101、102形用2重ばね用60
101、102形用2重ばね用60

2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
1種
1種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種

  6×125×180
─

  6×140×180
  6×140×180
  6×120×160
11×150×200
  9×125×360
10×140×360
  9×125×360
10×140×360
  7×125×180
  7×140×240
  7×125×240
  7×134×180
  6×134×180
  6×134×180
  5×150×180
  7×140×180
10×140×180
  6×125×180
12×140×180
11×140×180
9×140×180
8×140×180

サイズ（mm）

50形

 B50形

60、3a、3b形

橋上3a、3b形

特殊形継目用60

新幹線特殊形用60

 F1形（60kg）

軌道パッド
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タイプレート下用調整パッキン
4×180×360mm

■ 軌道パッド直結軌道用
品　　　形 材　質

道床1R形
道床1T形
直結3SC形
直結3DC形
鋼直Ⅰ形
直結4形50NPC5F形
直結5形50N
直結4形40N
直結7形50N
直結4形5形8形60継目用
鋼直Ⅱ形60用長（鋼板付）
鋼直Ⅱ形60用短（鋼板付）
鋼直Ⅱ形50N用長（鋼板付）
鋼直Ⅱ形50N用短（鋼板付）
鋼直Ⅱ形50N用短 耳付スパーク防止用（鋼板付）
直結4形50N（鋼板付）
直結5形50N（鋼板付）
直結7形50N（鋼板付）
直結4形5形8形60継目用（鋼板付）
新幹線ケーブル防護用
タイプレート用301、302、304形用
直結4形5形8形60
直結7形60
直結4形5形8形60（鋼板付）
直結7形60（鋼板付）
直結Ⅲ形本四橋用
直結8形（改）（鋼板付）
直結8形（改）継目用（鋼板付）

2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
1種
2種
2種
2種
2種
2種
低ばね
低ばね

  5×126×190
  5×300×190
12×180×300
12×200×300
12×180×280
  9×125×180
  9×125×160
  9×120×180
  9×125×270
10×140×270
10×140×360
10×140×270
  9×125×360
  9×125×270

10.5（＋5）×188×407
  9×125×180
  9×125×160
  9×125×270
10×140×270
10×140×370
  3×180×300
10×140×180
10×140×270
10×140×180
10×140×270
18×180×240
12×140×180
12×140×270

サイズ（mm）

道床1T形

直結3SC形

鋼直Ⅱ形50N用短耳付スパーク防止用（鋼板付）

直結5形50N（鋼板付）

鋼直Ⅲ形本四橋用

■ EB材（超硬質ゴム）調整パッキン
レールとタイプレートの間、タイプレートとマクラギまたはスラブ面等との間に
挿入してレール面の整正を行うものです。 
厚さは各サイズ（傾斜付きも）納入できますので、使用箇所に適応したものをご使
用いただけます。
材質は、第1種軌道パッド（旧JIS E 1112）の規格をベースにし、さらに硬度と強
度を高めたEB種を開発し、重荷重にもほとんど歪まず、鉄板等に比べて軽量で作業
性がよくなっています。

軌
道
パ
ッ
ド
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※パンドロール締結装置に使用する軌道パッド各種も製造いたしております。

パンドロール形50N用（継目用）
10×171×200mm

パンドロール50N用
10×171×250mm

直結パンドロール形60K用
10×189×180mm（鋼板付）

直結調整用パンドロール形60K用
10×216×190mm（鋼板付）
レベル調整パッド1種
4×216×190mm

品　　　形 材質

パンドロール形50N用
パンドロール形50Nスラブ急曲線用
パンドロール形50Nスラブ急曲線用（鋼板付）
直結パンドロール形50N用在来スラブ標準軌仕様（鋼板付）
パンドロール形50N継目用
パンドロール形50N用
直結パンドロール形50N用
弾直 IIパンドロール形50N用（鋼板付）
パンドロール形50Nケーブル防護用
PCパンドロール形50N一般用
直結調整用パンドロール形50N用（鋼板付）
直結調整用パンドロール形50N用
直結調整用パンドロール形50N用（鋼板付）

2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種

10×171×200
10×171×200
10×171×200
10×171×200
10×171×200
10×171×250
10×171×270
10×171×270
10×171×360
10×176×180
10×198×190
10×198×190
10×198×190

サイズ（mm） ばね定数
MN/m

エスライト
コードNo.

50
60
60
50
110
110
60
60
50
110
60
60
110

Ａ-7
Ａ-8
Ａ-9
Ａ-16
Ａ-17
Ａ-29
Ａ-12
Ａ-10
Ａ-18
Ａ-23
Ａ-13
Ａ-14
Ａ-21

● 50N用

品　　　形 材質

パンドロール形50N用
パンドロール形50N継目用
パンドロール形50N橋用
ファーストクリップ用50N
パンドロール形50N用
直結パンドロール形50N用
直結パンドロール形50N用（鋼板付）
パンドロール形50N用
パンドロール形50N用タイプレート式（鋼板付）
PCパンドロール形50N一般用
パンドロール形50N用
PCパンドロール50N用

2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種

  5×171×190
6（＋10）×125×184
  7×140×370
10×171×156
10×171×160
10×171×160
10×171×160
10×171×170
10×171×180
10×171×180
10×171×190
10×171×190

サイズ（mm） ばね定数
MN/m

エスライト
コードNo.

110
110
285
50
50
60
60
50
60
110
50
110

Ａ-1
 Ａ-19
Ａ-26
Ａ-24
Ａ-2
Ａ-3
Ａ-5
Ａ-28
Ａ-30
A-27
Ａ-6
Ａ-20

品　　　形 材質

パンドロール形60K用
調整型ファーストクリップ用60
ファーストクリップ形60用
パンドロール形60K用
パンドロール形60K用
直結パンドロール形60緩衝用
直結パンドロール形60K用
直結パンドロール形60K用（鋼板付）
パンドロール形60タイプレート用（鋼板付）
スラブ一般用パンドロール形60低弾性（鋼板付）
パンドロール形60K用
パンドロール形60K用（鋼板付）
スラブ軌道用ファーストクリップ60用（鋼板付）
パンドロール形60K用
パンドロール形60K用（鋼板付）
直結パンドロール形60K用（鋼板付）
直結パンドロール形60K用弾直
パンドロール形ケーブル防護用60
直結調整用パンドロール形60K用（鋼板付）
直結調整用パンドロール形60K用
着脱式弾直軌道用 PCパンドロール60用
着脱式弾直軌道用 PCパンドロール60用（鋼板付）
直結調整用パンドロール形60K用
パンドロール形60K用（鋼板付）

2種
2種
2種
2種
2種
低ばね
2種
2種
2種
低ばね
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
低ばね
2種

5×189×190
8.5×176×164
8.5×189×156
10×173×220
10×189×180
10×189×180
10×189×180
10×189×180
10×189×180
10×189×180
10×189×190
10×189×190
10×189×200
10×189×220
10×189×220
10×189×270
10×189×270
10×189×360
10×216×190
10×216×190
10×216×265
10×216×265
10×216×190
10×140×160

サイズ（mm） ばね定数
MN/m

エスライト
コードNo.

110
 60
 50
 50
 50
 30
 50
 50
 60
 30
 50
 50
 50
 50
 50
 50
 50
 50
 60
 60
 60
 60
 30
 50

B-1
B-24
B-23
B-16
B-2
B-3
B-4
B-5
B-14
B-19
B-6
B-11
B-18
B-7
B-8
B-10
B-9
B-15
B-12
B-13
B-17
B-20
B-21
B-22

● 60K用

品　　　形 材質

パンドロール形50N橋用
パンドロール形タイプレート用パッド（切欠付）50N
パンドロール形タイプレート下敷用
パンドロール用伸縮継目用
パンドロール用伸縮継目用
パンドロール用伸縮継目用
パンドロール用伸縮継目用
パンドロール用伸縮継目用
パンドロール形木マクラギ用タイプレートパッド60K用
LPC用パンドロール伸縮継目用
パンドロール形タイプレート用パッド50N

2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種
2種

10×160×370
10×160×370
10×170×468
10×200×420
10×200×430
10×200×460
10×200×490
10×200×540
10×220×440
10×490×540
12×160×370

サイズ（mm） ばね定数
MN/m

エスライト
コードNo.

60
60
50
110
110
110
110
110
35
110
50

C-2
C-3
C-8
C-9
C-6
C-10
C-11
C-5
C-4
 C-7
C-1

● EJ用/タイプレート下用

■ パンドロール形軌道パッド

パンドロール形50N用
10×171×190mm

ファーストクリップ用50N
10×171×156mm

軌道パッド
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タイプレート・マクラギ固定式

板ばね固定式

板ばね固定式

板ばね＋マクラギ固定式

締結装置 品形・寸法（mm）
50
100
60
100
60
60
90
110
100
100
100
100
60
60

60

50

100

100

50
50
100
100

ばね定数（™MN/m）
60用
6mmタイプ
10mmタイプ

50H継目、支え継用

支え継用
かけ継用
パンドロール形50Ｎ継目用
ＰＣ6号　50用
ＰＣ3号　50用
ＰＣ6号　60用
ＰＣ3号　60用

50用

60用

50用

12（+8）×140×208
6（+8）×125×176
10（+8）×125×180
6（+6）×125×258
10（+8）×125×258
10（+8）×140×240
7（+6）×140×198
6（+10）×125×184
6（+8）×125×209
6（+8）×125×206
6（+8）×140×209
6（+8）×140×206
7（+8）×125×293

9（+8）×127×293（鋼板付）

7（+8）×140×293

9（+25）×125×183

6（+12）×148×180

6（+12）×167×180

10（+12）×148×180
12（+12）×148×180
6（+10）×148×180
8（+12）×149×180

60
60

7（+15+8）×160×293
7（+15+8）×178×293

100

100

ＰＣ6号　50用
ＰＣ3号　50用
ＰＣ6号　60用
ＰＣ3号　60用

6×145×180

6×163×180

■ ズレ防止パッド

テーパー

剥離止め

2006年5月 特許取得

■ U型ステンレス鋼板付軌道パッド
スラブ軌道等のレール面整正の際、軌道パッドや調整板のズレ防止用に使用されています。

■ 剥離防止鋼板付軌道パッド
ステンレス鋼板両端を下方に折り曲げて、軌道パッドの前後両端を挟
み込むことにより、鋼板と軌道パッドの剥離分離を防止した鋼板付軌道
パッドです。
各鋼板付パッドに対応可能です。

■ H型（耳付）ステンレス鋼板付軌道パッド
①タイプレートに固定して、軌道パッドの飛び出しを防
止します。
②パッド剥離止めを付けることにより、軌道パッドと鋼
板の剥離を防止します。
③ステンレスのレール方向両端にテーパーを付けるこ
とにより、摩擦抵抗を下げ「レールの伸縮」にスムー
スに対応します。

新幹線2重バネ用

タイプレートＦ形50用

50kgH継目用、Ｎ用

60Ｇ形継目用

パンドロール形
5形、6形、9形、10形
5形改良形
6形、9形、11形、5Ｓ形
Ｆ-1形、5形改良形
新幹線50Ｎレール用
特殊形
新幹線60レール用
特殊形
直結5形

5形、6形、9形、10形
5形改良形
6形、9形、11形、5Ｓ形
Ｆ-1形、5形改良形

5形、6形、9形、10形
5形改良形
6形、9形、11形、5Ｓ形
Ｆ-1形、5形改良形

Ｆ3-1、2、3、4形

ＰＣ3形50一般用

ＰＣ6号　50用
ＰＣ3号　50用
ＰＣ6号　60用
ＰＣ3号　60用

60用

ＰＣ3・4・5形

特殊形継目用
50用
60用

直結4、5、8形60
10×140×180mm
（鋼板1.5×142×183mm）

U型ステンレス鋼板付パッド U型ステンレス鋼板パッド剥離止め付
U型ステンレス鋼板

直結4形、5形、8形60用

直結5形、
8形60用

軌
道
パ
ッ
ド
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■ 踏切用レール間隙パッキン
踏切でレールの間に物などをはさまないようにするためのパッ
キンです。

■ 防振マクラギ用弾性材（マクラギ下用パッド）
PCマクラギの底面に貼付け、振動・騒音の低減やバラストの細
粒化を防ぐ効果があります。

■ バラストスクリーン
寒冷地を走る車輌に付着した氷や雪が落下して、バラストが飛
散するのを防ぐマットです。

■ 新型バラストスクリーン
従来のT型バラストスクリーンは作業性の面において、撤去・復旧作業に時間を費やしてしまうため、より作業性の良いも
のが求められています。
新型「バラストスクリーン」は、部品点数と締結器具を工夫、簡素化し、より効率のよい作業を可能にすることを目指して開
発されました。

■ 分岐器内軌道短絡防止板
鉄道会社からの開発要請に基づき、

分岐器クロッシング後端部の信号短絡
防止板を製品化しました。
分岐器の絶縁継目部に立て、短絡を

防止するゴム製遮蔽板です。

■ 板ばね用絶縁パッキン
接着絶縁継目箇所の板ばねに装着して短絡を防止するパッド

です。

■ マンガンクロッシング下低弾性パッド
クロッシング継目部等での振動防止の

ために使用する溝付の低弾性パッド
です。

■ クレーン用パッド各種
帯び状パッドをつないでクレーンの

レール下部に使用される
パッドです。

■ 分岐器用パッド
分岐器部分に使用される

軌道パッドです。

■ インサート止めネジ
スラブ板のインサートに注入した防

錆油の流出を防止するための止めネジ
です。

■ ゲージブロック等加硫接着製品
ゴムと鉄芯等との加硫接着も

承っております。

■ 一旦停止目標板
ゴム製で片面に黄色の反射テープ

が貼ってあります。

■ ばね受台
材質はナイロン6を使用し、クサビ形に成形したものです。
PCマクラギ締結装置の軌間調節は片側レール

1本につき、板ばね大小とばね受台大小を1組と
し、これらを軌間内外にそれぞれ組み合わせて使
用します。ばね受台の移動によって微妙な軌間
調節を行っています。

■ 防錆キャップ、ゴム栓、パイプカラー、パッキン類
材質形状は、用途によって様々です。

■ レール面整正ピース
スラブ軌道のレール面調整のための調節パッキン施工の際

に、使用されている硬質ゴム製の整正ピースです。

防錆キャップ、ゴム栓、パイプカラー、パッキン類

■ 特殊形継目用ゴム栓（埋込カバー）
PC締結装置（特殊形）50N（継目用）及び60（継目用）に使用し

埋込カラーに装着して外周辺からの水やゴミの侵入を防ぎます。

●主な品形
・９改形ばね受台（A・B）
・10形用改良形ばね受台（A・B）
・９形改良形50N・60用ばね受台（大・小）
・10形用ばね受台（A）37用・（B）37用
・特殊形特殊区間用継目用ばね受台（A・B）
・101形ばね受台60用

・102、103形用ばね受台①・②
・102形、高速形ばね受台①（60レール）
・102形、ばね受台②（60レール）
・直結4形用ばね受台　大・中・小
・直結7形60Aばね受台
・直結7形50NAばね受台

60K用

50N用

■ レール絶縁パッド
信号ケーブルを防護するために

開発されたゴムマットです。

軌道関連製品

軌
道
関
連
製
品
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■ 踏切用レール間隙パッキン
踏切でレールの間に物などをはさまないようにするためのパッ
キンです。

■ 防振マクラギ用弾性材（マクラギ下用パッド）
PCマクラギの底面に貼付け、振動・騒音の低減やバラストの細
粒化を防ぐ効果があります。

■ バラストスクリーン
寒冷地を走る車輌に付着した氷や雪が落下して、バラストが飛
散するのを防ぐマットです。

■ 新型バラストスクリーン
従来のT型バラストスクリーンは作業性の面において、撤去・復旧作業に時間を費やしてしまうため、より作業性の良いも
のが求められています。
新型「バラストスクリーン」は、部品点数と締結器具を工夫、簡素化し、より効率のよい作業を可能にすることを目指して開
発されました。

■ 分岐器内軌道短絡防止板
鉄道会社からの開発要請に基づき、

分岐器クロッシング後端部の信号短絡
防止板を製品化しました。
分岐器の絶縁継目部に立て、短絡を

防止するゴム製遮蔽板です。

■ 板ばね用絶縁パッキン
接着絶縁継目箇所の板ばねに装着して短絡を防止するパッド

です。

■ マンガンクロッシング下低弾性パッド
クロッシング継目部等での振動防止の

ために使用する溝付の低弾性パッド
です。

■ クレーン用パッド各種
帯び状パッドをつないでクレーンの

レール下部に使用される
パッドです。

■ 分岐器用パッド
分岐器部分に使用される

軌道パッドです。

■ インサート止めネジ
スラブ板のインサートに注入した防

錆油の流出を防止するための止めネジ
です。

■ ゲージブロック等加硫接着製品
ゴムと鉄芯等との加硫接着も

承っております。

■ 一旦停止目標板
ゴム製で片面に黄色の反射テープ

が貼ってあります。

■ ばね受台
材質はナイロン6を使用し、クサビ形に成形したものです。
PCマクラギ締結装置の軌間調節は片側レール

1本につき、板ばね大小とばね受台大小を1組と
し、これらを軌間内外にそれぞれ組み合わせて使
用します。ばね受台の移動によって微妙な軌間
調節を行っています。

■ 防錆キャップ、ゴム栓、パイプカラー、パッキン類
材質形状は、用途によって様々です。

■ レール面整正ピース
スラブ軌道のレール面調整のための調節パッキン施工の際

に、使用されている硬質ゴム製の整正ピースです。

防錆キャップ、ゴム栓、パイプカラー、パッキン類

■ 特殊形継目用ゴム栓（埋込カバー）
PC締結装置（特殊形）50N（継目用）及び60（継目用）に使用し

埋込カラーに装着して外周辺からの水やゴミの侵入を防ぎます。

●主な品形
・９改形ばね受台（A・B）
・10形用改良形ばね受台（A・B）
・９形改良形50N・60用ばね受台（大・小）
・10形用ばね受台（A）37用・（B）37用
・特殊形特殊区間用継目用ばね受台（A・B）
・101形ばね受台60用

・102、103形用ばね受台①・②
・102形、高速形ばね受台①（60レール）
・102形、ばね受台②（60レール）
・直結4形用ばね受台　大・中・小
・直結7形60Aばね受台
・直結7形50NAばね受台

60K用

50N用

■ レール絶縁パッド
信号ケーブルを防護するために

開発されたゴムマットです。

軌道関連製品

軌
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■ カラーパッド
現場での夜間作業において、作業の確認の合理化とスピード
アップを目的として、通常黒色の軌道パッドを乳白色に製造いた
しました。
現在新幹線にて敷設試験中ですが、視認性が良いと好評を得て
おります。

■ タイプレート下敷きパッド
タイプレートとマクラギとの間にある弾性材で荷重分散、振動
の減衰を目的とし、多くはレール継目部に使用されています。

■ リベット部穴加工パッド
橋梁部において合成マクラギ化が進みH鋼上部にリベットがあ
る場合、合成マクラギを敷設するためには合成マクラギとH鋼の
間に、防振防音対策としてリベット部の穴加工をしたゴムパッド
を使用します。 当製品は受注生産のため現場ごとの異なるリベット
位置にも対応が可能です。

品形・寸法（mm）

50H継目、支え継用　
タイプレートF形

60G継目、支え継　
60G継目（改良形）

50　
50

50　
50

10×240×300
（角穴4又は丸穴4）
10×160×300（角穴4）
10×220×320

（角穴4又は丸穴4）
7×140×330

ばね常数（MN/m）

■ マクラギ下弾性材
マクラギの下に入れる弾性材で振動の軽減や、バラストの細粒
化を防ぐ効果があります。最近では、合成マクラギと桁の下にも使
用されています。

■ シリコーンパッド
寒冷地での分岐器部は凍結防止のため、ヒーター等温風式融雪
器や、電熱式融雪器が使用され、軌道パッドは高温での過酷な条件
下に陥ります。
エスライトでは高温領域で、常に荷重がかかっている常態に
あっても、一般合成ゴムに比べ、耐熱・耐寒性に強く、且つ圧縮永
久歪みにも優れるシリコーンに着目しました。
JR北海道殿の設置試験においても良好の結果が得られました。

（新線路 2005年9月号掲載 )

50H継目、支え継用
10×240×300mm

品形・寸法（mm）

マクラギ下弾性材

鉄桁用マクラギ下弾性材

合成マクラギ下弾性材

9
（20×100×100 mm）

ばね常数（MN/m）
20×300×700
20×250×1000
20×400×1000
20（＋20）×200×244
15×215×235
10（＋10）×195×280
10（＋10）×195×320
10（＋15）×200×240

40

100

フックボルトの場合

横縫いボルトの場合

合成マクラギ下パッド
15（＋15＋20＋20）×215×235mm

鉄桁用
マクラギ下弾性材
20（＋20）×200×244mm

リクエスト開発
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駅
原
塩
須
那

駅
磯
黒

線
号
４
道
国至 

河
白
新

 

↓

線
幹
新
北
東

↑ 

至 

京
東

板室街道

那珂川

至 那須高原→

至 板室温泉→

至 塩原温泉→

那須街道

那須ガーデン
アウトレット
那須ガーデン
アウトレット

那須工場

●東京駅～那須塩原駅 東北新幹線なすの号で75分。
那須塩原駅より車で10分。

●東北自動車道 黒磯・板室I.C.より車で5分。

道
車
動
自
北
東

那須
I.C

黒磯・
板室
I.C.

研究開発室

金型設計製造部

那須オフィス

第 2 工 場

第 1 工 場

第 3 工 場

1948年、エスライト製品は、現在の日暮里本社隣接地で製造をスタートさせました。

その後1990年に、最新の設備の導入と合理化を目的に、東北新幹線那須塩原駅近くに「エスライト

那須工場」を建設いたしました。

2010年、20周年を迎えた「エスライト那須工場」は、「国際レベルで信頼性の高いエスライトブランド

の確立」を目指してさらに進化を続けています。



第1工場

第2工場

第1工場

那須オフィス

第1工場

第2工場

研究開発室

第1工場

第2工場

研究開発室

第1工場

第2工場

第3工場

研究開発室

那須オフィス

那須オフィス

那須オフィス

那須オフィス

第3工場

 2008年6月2日、東日本旅客鉄道株式会社様より「鉄道技術育成購買賞」を
いただきました。

"JR SUPPLIER EXCELLENCE AWARD""JR SUPPLIER EXCELLENCE AWARD"

1990年11月 那須第1工場 新設

2001年7月 那須第2工場 新設

2004年4月 研究開発室 新設

2005年7月 隣接地 購入

2010年5月 第3工場 新設

第1工場

那須工場正門

第2工場

おかげさまで、「エスライト那須工場」は、
2010年に20周年を迎えました。
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会 社 概 要
■社　　名
■本　　社
所在地：
電話：
FAX：

JR通信：
■那須工場
所在地：
電話：
FAX：

■URL
■MAIL
■創　　立
■資 本 金
■代 表 者
■営業品目

■取引銀行

■JR各社 　
北海道旅客鉄道株式会社｠｠東日本旅客鉄道株式会社
東海旅客鉄道株式会社｠｠　西日本旅客鉄道株式会社
四国旅客鉄道株式会社｠｠　九州旅客鉄道株式会社
日本貨物鉄道株式会社
■独立行政法人
鉄道建設・運輸施設整備支援機構
■公共交通機関
東京都交通局｠｠各都市交通局｠｠東京地下鉄株式会社
■私鉄
関東 中部 近畿 関西 九州
各大手鉄道
その他地方鉄道 
■各製鉄会社 
■各鉄道建設工事会社
■海外輸出｠｠その他 

新日本エスライト工業株式会社

〒116-0014｠東京都荒川区東日暮里六丁目55番11号
（03）-3807-4126（代）
（03）-3807-4129
（054）3605

〒325-0103｠｠栃木県那須塩原市青木1番地219
（0287）-62-5200（代）
（0287）-62-5202 
http://www.eslite.co.jp
webmaster-hp@eslite.co.jp
昭和23年12月6日
1億円
高橋　浩一
軌道パッド　低ばね用パッド　防振用弾性材
硬質ゴムパッド　ばね受台　バラストスクリーン
スラブ軌道部品｠｠合成樹脂成型品　その他軌道用品
三井住友銀行｠｠本店営業部
三井住友銀行｠｠日暮里支店
三菱東京UFJ銀行｠｠日暮里支社 

主 な 納 入 先

1990年11月

1993年 4月

8月

10月
1995年 5月

12月

1996年 9月

1997年 2月
1999年 9月
2000年 1月

8月

2001年 7月
12月

2002年10月
2003年 4月

7月
8月

2004年 1月
4月

8月

2005年 7月
9月
11月

12月

1月

3月

5月

2007年 1月
12月

2008年 1月

6月

7月

9月
11月
12月

2009年12月

8月
2010年 5月

2010年11月

100t｠2段式6連自動プレスおよび200t｠2段式大型
プレスを増設。
配合剤自動計量装置を製作。
加硫剤等配合の完全自動化を図る。
300t｠2段式大型プレスを導入し、防振マクラギ用弾性
材の量産化を図る。
ギアーオーブン老化試験機および恒温水槽を増設。
NCフライスセンタOH-5V-FCを導入。
金型の設計を開始する。
鋼板付パッド用自動圧着積載装置を製作、自動化に取り
組む。
100t｠2段式4連自動プレスおよび300t｠2段式大型
プレスを導入、生産力のアップを図る。
硬質ゴム用自動圧延裁断装置を製作。
精密万能試験機島津オートグラフを設置。
本社・工場間のパソコンネットワークおよびデータ統合
システムを開発。
同時にホームページを開設し営業の多様化に対応する。
品質保証システムの国際規格であるISO9001 1994
年版 認証取得。
（認証機関 TÜV PRODUCT SERVICE）
那須工場敷地内に第2工場を新設。
島津万能試験機（300KN）を新設。
試験室を拡張、試験研究部門を充実させる。
100t｠2段式6連自動プレスを増設。
サンテスト試験機（サンシャインウェザオメーター）を
設置。
ISO9001｠｠2000年版｠｠認証取得。
軌道パッド バフ装置を2台導入。
鋼板接着の効率化を図る。
デジタル式電気抵抗試験機を増設。
那須工場内に試験研究棟を新築。
同時に疲労試験機を新設。
技術開発、品質管理により、一層製品のグレードアップ
を図る。
軌条用タイパッド意匠登録「意願2003-36876」。
試験研究棟をエスライト技研株式会社として独立させ、
より一層の技術レベルのアップを実現させる。
試験研究棟の隣接用地を買収。
資本金10,000万円とする。
MS式加圧型ニーダーを増設。
ゴム練り量の倍増を図る。
大型老化試験機を増設。
（財）鉄道総合技術研究所による
「ウレタン製マクラギ下弾性パッドの評価」に合格する。
日本ポリウレタン工業（株）と協力し、本格的なウレタン
弾性材の生産を開始する。
「ウレタン製軌道パッド」が（財）鉄道総合技術研究所の
性能確認試験に合格する。
「剥離防止付 H型ステンレス鋼板付軌道パッド」特許
取得。
450t 大型プレス（2200×700mm）を増設。 
超硬質ゴム（EB種）を開発。「EB材付軌道パッド」の製造
を開始。
鉄道・運輸機構九州・東北新幹線軌道パッドを受注。
100t 3段式6連プレスを増設。
鉄道技術育成購買賞 "JR SUPPLIER EXCELLENCE 
AWARD"をJR東日本様より受賞。
100t2段式自動プレス5基、80tプレス2基を増設。
EB材付き軌道パッドが、東北新幹線、八戸ー新青森間で
採用される。
ウレタン軌道パッドが、九州新幹線で採用される。
省力化軌道用ウレタン軌道パッドの試験敷設が始まる。
ＭＳ式シートプレフォーミングマシンを増設。
ニーダー混練～シート～生地成形ラインを２ラインと
し、生地の倍増を図る。
大型恒温槽を増設。
EB材付軌道パッドが九州新幹線 博多～新八代間で採用
される。
ISO9001　2008年版　認証取得。
第3工場完成。（840m2）
試験棟に金型製造工場を新設。
NCフライスAVNC-74増設。
那須工場20周年。
300t大型プレス（1600×600mm）を増設。

沿　革
1948年12月

1956年 7月
9月

1958年12月
1959年12月
1960年 3月

1961年 6月

1962年11月

1965年11月
1967年 7月
1969年 6月
1972年 5月
1981年 2月
1985年 1月
1989年 6月
1990年11月

新日本エスライト工業株式会社創立。
日本初の鉄道ゴム製軌道パッド専門メーカーとして発足。
資本金160万円。
資本金500万円に増資。
第1種軌道パッドの製造方法PAT.No.226634の認可
取得。
資本金1,100万円に増資。
第2種軌道パッドの製造方法No.258032の認可取得。
特殊合成ゴムの使用による第2種軌道パッドの製造方
法PAT.No.260073の認可取得。
本特許考案により都知事表彰。
日暮里工場を増築、機械および施設製造設備を完備する。
資本金2,200万円に増資。
東海道新幹線建設に対応し事業の拡張を図る。
資本金6,600万円に増資。
本社を現在地に移転、生産管理の合理化を図る。
RUM8型高性能ロータリープレス1基を増設。
軌道締結用樹脂製品の製造に着手、取扱品目を拡大。
スラブ軌道用絶縁板を新神戸機械（株）と共同開発。
隣接用地を買収、日暮里工場を拡張。
6連4段式リフトテーブル付自動プレスを増設。
資本金21,572万円に増資。
栃木県黒磯市に那須工場を新築、生産の倍増を図る。
ニーダーSPMラインを新設し、混練作業の自動化を図る。
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軌道パッドの重量に合わせて裁断

加圧型ニーダーによる混練り作業

混練り後にシート状にして冷却する

自動薬品計量機混練～生素地シート製造ライン

軌道パッドの原料

金型製作 NCマシニングセンター

配
合
室

受
入
検
査

配
合・品
名
及
び
配
合
チ
ェッ
ク

原
料
倉
庫

受
入
検
査

ロ
ッ
ト
別
材
質
検
査

混　

練

混
練
温
度
チ
ェッ
ク

生
素
地
シ
ー
ト
製
造

冷　

却

生
素
地
ス
リ
ッ
ト

生
素
地
裁
断

外
観
検
査

金
型
棚

品
質
チ
ェッ
ク

金
型
洗
浄

金
型
取
付

生素地製造工程

金型準備工程

原　料

配合剤

金　型

軌道パッド製造工程 品質検査

加工しながら品質検査

検査をしながら数量も検査

加　工

数量検査

貯　蔵
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セットされた金型

金型に生素地を挿入

加硫成形された軌道パッド

完　成

出　荷

1000t 大型プレス（茨城県岡工場）

450t 自動大型プレス（那須工場）

重
量
検
査
及
び
計
数

加
硫
温
度

加
硫
時
間
チ
ェッ
ク

形
状
寸
法
確
認
検
査

加
硫
及
び
外
観
検
査

仕
上
げ・加
工
及
び
外
観
検
査

最
終
検
査

梱　

包

製
品
倉
庫

加硫成形工程 完成および出荷工程

●主な機械設備（那須工場）

●主な機械設備（茨城県岡工場）

設備機械名 台数
1台
2ライン
2台
1台
一式
1台
2台
21台
6台
1台
1台
1台
1台
1台
4台
3台
2台
1台
2台
2台

配合剤自動計量装置
ニーダー（75 L）SPM全自動混練り裁断計量ライン

ミキシングロール
  16インチ

   14インチ
分出しライン及び連続自動ゴム切断機
ゴムシートスリッター
1段式プレス 80t
2段式全自動プレス 100t
3段式自動プレス 100t
2段式自動大型プレス 200t 1,200×500
2段式自動大型プレス 300t 1,000×1,000
2段式自動大型プレス 300t 1,500×500
1段式自動大型プレス 450t 2,200×700
1段式自動大型プレス 300t 1,600×600
油圧クリッカー
鋼板付軌道パッド圧着積載装置
鋼板接着用バフ装置
1種生地圧着スリット積載装置
蒸気自動送気システム（ボイラー）
NCマシニングセンター

設備名 台数
1台
1台
12台
6台
1台
1台
1台
1台

18インチロール
圧入機 200t 500×500
80tプレス 450×450
100tプレス 500×500
150tプレス 500×500
200tプレス 700× 700
400tプレス 700×1,500
1000tプレス 1,400×2,000

出　荷

ESLITE MANUAL 19



研究開発
エスライトの研究開発は常に「挑戦」を課題としております。
鉄道業界に最大限の貢献を約束する研究開発は常にそこから生み出されるからです。
新規性の高い商品の開発にも積極的に取り組み、専門領域からの技術の統合も必要とされる現在、自社の研究
向上と同時に外部の技術をフレキシブルに導入するための提携やプロジェクトへの参画も図ってまいります。

2004年 8月に研究開発部門を独立させ、エスライト技研株式会社を設立いたしました。
鉄道用防震ゴムのトップランナーとして、より一層の技術レベルのアップに挑戦します。
エスライト技研では経年パッドの品質試験等の受諾試験及び金型の設計製造も開始しました。

軌道パッド、防振ゴム、ならびに発泡タイプ防振材の研究・開発において、耐久性の試験は不可欠になっています。
エスライトでも島津疲労試験機サーボパルサを導入することにより、「疲れ強さ試験」「動的ばね常数試験」をはじめ
とする耐久性試験の測定が可能になりました。
高度な測定・評価設備を有することでより多様な技術を蓄積し、信頼性の高い製品および材料開発とサービスを
ご提供いたします。

研究開発室及び金型設計製造部研究開発室及び金型設計製造部

2000年8月 ISO 9001 1994年版取得
2003年7月 ISO 9001 2000年版取得
2009年8月 ISO 9001 2008年版取得
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設　備　名 型　式・性　能
島津サーボパルサEHF-30KN
島津UH-300KNC
島津オートグラフAGS-5KNH
ショッパー式30K
200℃（45×45×50cm）
超絶縁計  SM-8200
500V　25MΩ～∞
高低抗測定用1500V
東洋精機サンテスト
デマーチャー式
450×350mm
JIS島津製
JIS-K6262、
ASTMD-395対応
ウイリアム式
市川鉄工所製

疲労試験機
万能試験機
精密万能試験機
抗張力試験機
ギヤー老化試験機
デジタル式電気抵抗機
ハイレジスタンスメーター
電気絶縁抵抗試験機
耐候性試験機
屈曲疲労試験機
水浴恒温槽試験機
ゴム硬度計

圧縮永久ヒズミ試験機　
摩耗試験機
永久伸引張試験機
化学天秤及び電子天秤

●主な試験研究設備

疲労試験機　島津サーボパルサ疲労試験機　島津サーボパルサ

疲労試験疲労試験

オートグラフ精密万能試験機オートグラフ精密万能試験機 ダンベル3号による引張試験ダンベル3号による引張試験

耐候性試験機　東洋精機サンテスト耐候性試験機　東洋精機サンテスト

老化試験機（材質試験用テストピース）老化試験機（材質試験用テストピース）

圧縮万能試験機圧縮万能試験機 圧縮変形試験圧縮変形試験
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● JR山手線・京浜東北線及び京成電鉄
　 日暮里駅北改札口を出て東口より徒歩3分

モ
ノ
レ
ー
ル

日
暮
里
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

日
暮
里
駅

↑
至 

池
袋

至 

上
野
↓

↑
至 

成
田
空
港

本 社●
城北信金

●三井住友
　銀行
●三井住友
　銀行

　コミュニティ
●ストア
　コミュニティ
●ストア

りそな
銀行
●

●
サンクス

バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル

尾
久
橋
通
り

再開発の
高層ビル
↓

→

ver.4 2010.12

本　　社：〒116-0014　東京都荒川区東日暮里六丁目55番11号
那須工場：〒325-0103　栃木県那須塩原市青木1番地219

TEL.  03（3807）4126　FAX.  03（3807）4129　JR. （054）3605
TEL.  0287（62）5200　FAX.  0287（62）5202

東京本社

Certificate was issued
for the first time in 2000.8.10

URL. http://www.eslite.co.jp
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㧔ࠠޕࠆࠊ߆ࠅࠃߦࡃࡦࡖ㧕 
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㩷 㩷 �✢�ᯏ�ེ�ᢛ��ᩣ�ᑼ�ળ�␠� 䋨ขᛒᐫ䋩 

䇾㪊㪋㪇㪄㪇㪏㪈㪊 ၯ₹⋵ầᏒᧁᦥᩮ 㪈㪉㪍㪉㪄㪈㩷  

㪫㪜㪣㪇㪋㪏㪄㪐㪐㪎㪄㪉㪎㪎㪋� 㪝㪘㪯㪇㪋㪏㪄㪐㪐㪍㪄㪍㪐㪏㪐㩷  

ᧄ✢ࠟ࡞࠼㑆ߩᱜ㧔↪ဳ㧕

ಽጘࠢࠣࡦࠪ࠶ࡠขઃ⁁ᘒ

ᱜࠬ150ࡦࡄ㨙㨙㨪1000㨙㨙⺞ᢛน⢻

GP ṁធᓟߩᱜ 

․㐳㧔TCU㧙H1000Ri ဳ㧕 

1. ṁធ࡞ޔ⒳ޔ⛮⋡㑆ߩ⒳㧔ࠟޔ࡞࠼

ಽጘེ╬㧕ࠍޔߕࠊᐢߊᵴ↪ޕࠆ߈ߢ 

2. ᑿߩࠫࠥࠅߥណ↪ࠅࠃߦ゠⁁ᘒ㧔㜞ޔࠄૐޔࠄ

㜞ૐᄌ㧕ߚߖࠊߦᱜ߇น⢻ޕ 

3. ᧄౝㇱ⛘✼ޔࠅࠃߦIJ 㑆ߩᱜ߇น⢻ޕ 

4. ಽጘེ↪ߩ឵࠴࠶࠲ࡦࡢ߇ᑼߢኈᤃߦⴕޕࠆ߃ 

5. 㛍㖸㗴ߩ✭ޕ 

 ޕᑧિߩᦼߩߤߥ࿕߈⓭ޔᝌ࠻࠶ࡄ .6

 ޕᑧߩ߮ಽጘེ឵࡞㧙 .7

㧔࡞ṁធኾ↪ဳ㧕 

 ᠲࡦࠦࡕ

㧔GPGS ṁធޔ᥉ㅢ⛮⋡ޔṁធ⛮⋡ޔಽጘ⛮⋡ޔធ⌕⛘✼⛮⋡㧕
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䋲䋮� 㪈 䊌䉴䈪ᦨᄢ 㪇㪅㪈䌾㪇㪅㪊㫄㫄 䈱ᱜ䈏น⢻䇯ᱜⷺᐲౝᄖ゠ 㪋㪌㫦㩷

䋳䋮�ᱜਛ䈱ᢳⷺᐲᄌᦝน⢻㩷

䋴䋮࡞�ᒻ⁁ᱜน⢻㧔̪ᒰ␠⁛⥄ 4ᱜޔᐔ㕙ᱜน⢻㧕�✢ᱜࠄ߆ὐᱜಾ឵น⢻㩷
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䋶䋮ߩࡠ࠻�ะࠍ߈ᄌޔߕ߃ᧄߩᏅᦧߢ߃Ꮐฝ࡞ᬺน⢻㧔Ꮐฝ࡞ �บหᤨᱜน⢻㧕㩷
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